
 

 

                    



 

 

         

未

来

の

く

う

き

、

い

か

が

で

す

か

？

 

  

兼

重

 

日

奈

子
 

   
 

 
 

 
 

 

   



 

 

 
 

 

人

 

物

 
橘

た
ち
ば
な 

夏 か

梨 り

ん

（

１

８

）

女

子

高

生

 

橘

 
夏

梨

（

１

０

）

小

学

生

 

 

橘

 

浩

二

（

５

０

）

夏

梨

の

父

 

 

橘

 

浩

二

（

４

２

）

会

社

員

 

 

橘

 

有

希

（

３

８

）

夏

梨

の

母

（

写

真

の

み

）

 

吉

田

 

紀

子

（

４

５

）

パ

ー

ト

従

業

員

 

早

川

 

萌

（

１

８

）

夏

梨

の

同

級

生

 

宮

内

 

壮

太

（

１

８

）

夏

梨

の

同

級

生

 

客

 
 

カ

ッ

プ

ル

の

男

 

カ

ッ

プ

ル

の

女

 

教

師

 

生

徒

 

タ

ク

シ

ー

運

転

手

 

郵

便

配

達

員
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〇
橘
家
・
マ
ン
シ
ョ
ン
・
リ
ビ
ン
グ
（
朝
） 

 
 

 

手
を
合
わ
せ
る
橘
夏
梨
（
１
０)

。
夏
梨
の 

前
に
橘
有
希
（
３
８
）
の
遺
影
。
ス
ー
ツ
姿 

の
橘
浩
二
（
４
２

）、

夏
梨
の
背
中
を
見
つ 

め
て
い
る
。
夏
梨
、
振
り
返
る
。 

橘
「…

…

あ
の
な
、
お
父
ち
ゃ
ん
な
、
会
社
辞
め
る 

こ
と
に
し
た
」 

夏
梨
「
え
？
！
」 

橘
「
も
っ
と
、
夏
梨
と
一
緒
に
お
れ
る
仕
事
に
し
よ 

思
て
ん
。
ど
う
や
？
」 

夏
梨
、
満
面
の
笑
顔
で
頷
く
。 

 

〇
た
こ
焼
き 

た
ち
ば
な
・
外
観
（
夕
） 

 
 

 

二
階
の
ベ
ラ
ン
ダ
に
『
た
ち
ば
な
』
の
ロ
ゴ 

が
入
っ
た
、
赤
い
エ
プ
ロ
ン
が
干
し
て
あ
る
。 

一
階
に
『
た
こ
焼
き 

た
ち
ば
な
』
の
テ
ン 

ト
看
板
。
大
き
な
ガ
ラ
ス
越
し
に
、
た
こ
焼 

き
を
焼
く
橘
の
姿
。
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ 

た
夏
梨
、
走
っ
て
く
る
。 

夏
梨
「
お
父
ち
ゃ
ん
、
た
だ
い
ま
ー
ー
！
」 
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〇
同
・
店
内
（
夕
） 

 
 

 

裏
口
ド
ア
が
開
き
、
夏
梨
が
飛
び
込
ん
で
く 

る
。 

夏
梨
「
あ
っ
つ
ぅ
！
」 

橘
「
お
か
え
り
ー
！
。
ア
イ
ス
買
う
て
あ
る
で
」 

 
 

橘
、
人
差
し
指
で
上
を
指
す
。
夏
梨
、
棚
に 

 
 

置
い
て
あ
る
う
ち
わ
を
手
に
取
る
。
う
ち
わ 

に
ク
レ
ヨ
ン
で
描
か
れ
た
、
橘
の
似
顔
絵
。 

夏
梨
「
お
父
ち
ゃ
ん
、
赤
鬼
み
た
い
や
」 

 
 

 

夏
梨
、
う
ち
わ
で
橘
の
顔
に
風
を
送
る
。
首 

に
巻
い
た
タ
オ
ル
で
汗
を
ぬ
ぐ
い
、
笑
う
橘
。 

 

〇
た
こ
焼
き 

た
ち
ば
な
・
外
観
（
夕
） 

 
 

 

店
の
前
に
客
の
行
列
。
制
服
姿
の
橘
夏
梨 

（
１
８

）、

店
の
前
を
通
り
過
ぎ
る
。
夏
梨 

の
耳
に
イ
ヤ
ホ
ン
。
橘
浩
二
（
５
０

）
、

た 

こ
焼
き
を
焼
き
な
が
ら
、
夏
梨
を
目
で
追
う
。 

 

〇
同
・
店
内
（
夕
） 

 
 

 

裏
口
ド
ア
が
開
く
。
無
表
情
の
夏
梨
が
入
っ 
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て
く
る
。 

橘
「
お
か
え
り
ー
」 

 
 

 
無
言
で
階
段
を
駆
け
上
が
る
夏
梨
。
吉
田
紀 

子
（
４
５
）
が
、
客
に
た
こ
焼
き
を
渡
す
。 

紀
子
「
熱
い
か
ら
気
ぃ
つ
け
て
な
。
お
お
き
に
！
」 

 
 

 

壁
の
ク
ー
ラ
ー
か
ら
、
鈍
い
モ
ー
タ
ー
音
。 

 

〇
橘
家
・
夏
梨
の
部
屋
・
内
（
夜
） 

 
 

 

本
棚
に
コ
ミ
ッ
ク
が
並
ん
で
い
る
。 

夏
梨
「
あ
っ
つ
ぅ
！
」 

 
 

 

ク
ー
ラ
ー
の
リ
モ
コ
ン
を
つ
け
る
。
ベ
ッ
ド 

に
倒
れ
こ
む
夏
梨
。
勉
強
机
に
『
ア
ニ
メ
が 

で
き
る
ま
で
』
の
本
。 

 

〇
た
こ
焼
き 

た
ち
ば
な
・
外
観 

 
 

 

せ
み
の
鳴
き
声
。
日
傘
を
さ
し
た
人
が
、
店 

の
前
を
行
き
交
う
。 

 

〇
同
・
店
内 

 
 

 

マ
ス
ク
を
し
な
が
ら
、
た
こ
焼
き
を
焼
く
橘
。 
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汗
を
ぬ
ぐ
う
。
壁
の
温
度
計
、
４
４
℃
を
指 

 
 

 

し
て
い
る
。
ク
ー
ラ
ー
の
鈍
い
モ
ー
タ
ー
音
。

う
つ
ろ
な
目
の
橘
。
客
が
来
る
。 

客
「
す
ん
ま
せ
ー
ん
。
い
つ
も
の
。
マ
ヨ
多
め
で
」 

橘
「…

…

」 

橘
、
倒
れ
る
。 

客
、
慌
て
て
、
橘
に
声
を
か
け
る
。 

 

〇
大
阪
救
急
病
院
・
処
置
室
・
内
（
夕
） 

 
 

 

点
滴
が
ゆ
っ
く
り
と
落
ち
て
い
る
。
ベ
ッ
ド 

に
横
た
わ
る
橘
。
眠
っ
て
い
る
。
ベ
ッ
ト
脇 

の
パ
イ
プ
椅
子
に
座
る
紀
子
。
制
服
姿
の
夏 

梨
、
駆
け
込
ん
で
く
る
。 

紀
子
「
あ
あ
、
夏
梨
ち
ゃ
ん
。
や
っ
と
来
た
」 

夏
梨
「
す
み
ま
せ
ん…
…

。
ご
迷
惑
お
か
け
し
て
」 

紀
子
「
熱
中
症
や
て
。
今
日
、
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
暑
か 

っ
た
や
ろ
。
念
の
た
め
、
入
院
て
」 

夏
梨
「
熱
中
症…

…

」 

紀
子
「
お
店
、
昼
間
は
、
５
０
℃
近
く
な
る
か
ら
。 

今
の
ク
ー
ラ
ー
、
ち
っ
と
も
効
か
ん
し
」 
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夏
梨
「
！
！
そ
う
だ
っ
た
ん
で
す
か…

…

。
す
み
ま 

せ
ん
、
パ
ー
ト
さ
ん
ら
に
も
、
暑
い
思
い
さ
し
て
」 

紀
子
「
ち
ゃ
う
ち
ゃ
う
。
う
ち
ら
パ
ー
ト
は
な
、
夏 

は
午
前
中
か
、
夜
だ
け
の
シ
フ
ト
に
な
っ
て
ん
の
。 

一
番
暑
い
時
間
帯
は
、
店
長
一
人
で
ま
わ
し
て
は 

る
か
ら
」 

夏
梨
「
一
人
？
！
ア
ホ
ち
ゃ
う
？
な
に
無
理
し
て
ん
。 

ク
ー
ラ
ー
も
、
新
し
い
の
買
う
た
ら
え
え
の
に
！
」 

紀
子
、
夏
梨
の
顔
を
見
つ
め
、 

紀
子
「
夏
梨
ち
ゃ
ん…

…

。
そ
ん
な
言
い
方
、
し
た 

ら
あ
か
ん
わ
」 

夏
梨
「…

…

」 

紀
子
「
店
長
、
血
圧
高
い
や
ろ
？
よ
け
い
、
熱
中
症 

 

に
な
り
や
す
い
、
っ
て
先
生
、
言
う
て
た
。 

キ
ン
キ
ン
に
冷
え
る
ク
ー
ラ
ー
入
れ
る
ま
で
、
営 

業
し
た
ら
あ
か
ん
、
て
。…

…

た
だ
な…

…

」 

夏
梨
「…

…

？
」 

椅
子
か
ら
立
ち
上
が
る
紀
子
。 

紀
子
「…

…

一
個
、
７
０
円
」 

夏
梨
「
え
？
」 
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紀
子
「
た
こ
焼
き
、
一
個
７
０
円
や
。
材
料
費
、
引 

 
い
て
、
う
ち
ら
の
給
料
、
店
の
家
賃
や
ろ…

…

？ 
ク
ー
ラ
ー
買
い
替
え
る
の
に
、
ど
ん
だ
け
、
た
こ 

焼
き
焼
い
た
ら
え
え
ん
や
ろ
、
て
」 

夏
梨
「…

…

」 

紀
子
「
あ
あ
、
ご
め
ん
ご
め
ん
、
夏
梨
ち
ゃ
ん
に
言 

う
て
も
し
ゃ
あ
な
い
わ
な
。
ほ
な
、
お
大
事
に
な
」 

 
 

 

部
屋
を
出
て
い
く
紀
子
。
橘
の
寝
顔
を
見
つ 

め
る
夏
梨
。 

 

〇
橘
家
・
居
間
（
夜
） 

 
 

 

夏
梨
、
テ
ー
ブ
ル
に
、
コ
ン
ビ
ニ
の
袋
を
乗 

 
 

 

せ
る
。
ス
マ
ホ
の
着
信
音
。
『
赤
鬼
』
の 

表
示
。 

橘
の
声
「
あ
、
夏
梨
か
。
す
ま
ん
、
し
ば
ら
く
入
院

に
な
っ
て
も
う
た
。
当
分
、
帰
れ
ん
。
す
ま
ん
」 

 
 

ス
マ
ホ
を
置
く
夏
梨
。
天
井
を
見
上
げ
る
。 

 〇
た
こ
焼
き 

た
ち
ば
な
・
店
前
（
朝
） 

 
 

 

シ
ャ
ッ
タ
ー
に
『
店
主
、
入
院
の
た
め
、
当 
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分
の
間
、
休
ま
せ
て
頂
き
ま
す
』
の
張
り
紙 

を
貼
る
、
制
服
姿
の
夏
梨
。 

 

〇
た
ち
ば
な
の
近
く
の
歩
道
（
夜
） 

 
 

 

夏
梨
、
紙
袋
を
ぶ
ら
下
げ
、
肩
を
落
と
し
て 

歩
い
て
い
る
。
顔
を
上
げ
る
。
視
線
の
先
に
、 

た
ち
ば
な
。
店
の
前
に
立
つ
若
い
カ
ッ
プ
ル
。 

 

〇
た
こ
焼
き 

た
ち
ば
な
・
店
前
（
夜
） 

 
 

 

シ
ャ
ッ
タ
ー
の
張
り
紙
を
見
る
、
カ
ッ
プ
ル
。 

男
「
う
っ
そ
！
『
入
院
』
っ
て
な
ん
な
ん
？
！
」 

女
「
え
～
、
マ
ジ
へ
こ
む
～
！
」 

 
 

引
き
返
す
カ
ッ
プ
ル
。
女
、
駆
け
足
で
戻
っ 

て
く
る
。
周
り
を
見
回
し
な
が
ら
、
張
り
紙 

に
ペ
ン
で
書
き
込
み
を
す
る
。
走
っ
て
去
る
。 

夏
梨
、
眉
間
に
皺
を
寄
せ
、
張
り
紙
に
近
づ 

く
。
『
お
大
事
に
！
営
業
再
開
、
待
っ
て
る 

で
！
』
の
文
字
。 

夏
梨
「…

…

！
！
」 

文
字
を
、
ゆ
っ
く
り
と
指
で
な
ぞ
る
。 
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〇
橘
家
・
夏
梨
の
部
屋
（
夜
） 

 
 

 

勉
強
机
に
座
る
夏
梨
。
ス
マ
ホ
に
『
業
務
用 

 

エ
ア
コ
ン
』
と
入
力
。
画
面
を
見
て
た
め
息
。 

勉
強
机
の
引
出
か
ら
『
ア
ニ
メ
専
門
学
校 

 

入
学
案
内
』
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
取
り
出
す
。 

両
手
で
持
ち
、
眺
め
る
。
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
る
。 

 

〇
大
阪
救
急
病
院
・
病
室
（
夜
） 

 
 

 

橘
、
ベ
ッ
ト
の
上
で
、
ス
マ
ホ
を
開
き
、 

『
ア
ニ
メ
専
門
学
校 

入
学
金
』
と
入
力
。 

画
面
を
見
て
た
め
息
。
『
業
務
用 

空
気
清 

浄
機
つ
き
エ
ア
コ
ン
』
と
入
力
。
価
格
が
表 

示
さ
れ
て
い
る
。
下
唇
を
突
き
出
す
橘
。 

 

〇
大
阪
中
央
東
高
校
・
教
室
・
外 

 
 

 

「
３
年
３
組
」
の
室
名
札
。
チ
ャ
イ
ム
の
音
。 

 

〇
同
・
教
室
・
内 

 
 

 

授
業
中
。
真
剣
な
表
情
で
机
に
向
か
う
夏
梨
。 

漫
画
の
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
て
い
る
。
教
師
が 
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近
づ
き
、
用
紙
を
取
り
上
げ
る
。 

夏
梨
「
！
！
あ
っ
！
」 

 
 

 
夏
梨
、
手
を
伸
ば
し
、
用
紙
を
取
り
戻
そ
う 

と
す
る
。
バ
ラ
バ
ラ
と
紙
が
落
ち
る
。 

教
師
が
一
枚
拾
い
上
げ
る
。
紙
に
『
ア
ニ
メ 

原
作
漫
画
コ
ン
テ
ス
ト
』
『
賞
金
５
０
万
円
』 

の
文
字
。
教
師
、
呆
れ
た
顔
。
生
徒
た
ち
が 

ク
ス
ク
ス
笑
い
だ
す
。
顔
が
赤
く
な
る
夏
梨
。 

夏
梨
「
も
、
や
だ
ー
ー
っ
！
」 

 
 

 

机
に
突
っ
伏
し
、
大
声
で
泣
く
。 

 

〇
同
・
校
門
・
外 

 
 

 

夏
梨
が
早
足
で
、
門
か
ら
出
て
く
る
。
後
ろ 

か
ら
、
早
川
萌
（
１
８
）
と
、
宮
内
壮
太

（
１
８
）
が
走
っ
て
追
い
か
け
て
く
る
。 

萌
「
待
た
れ
よ
ー
ー
っ
、
橘
氏
ー
ー
！
」 

宮
内
「
氏
ー
ー
！
」 

 
 

 

振
り
返
る
夏
梨
。
萌
、
夏
梨
を
指
さ
し
、 

萌
「
ぬ
し
。
さ
て
は
水
臭
い
抱
え
込
み
女
、
や
な
？
」 

宮
内
「
で
す
ね
」 
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夏
梨
、
唇
を
尖
ら
せ
、
上
を
向
く
。
顔
を
両 

手
で
覆
う
。 

 

〇
た
こ
焼
き 
た
ち
ば
な 

近
く
の
歩
道
（
夕
） 

 
 

 

宮
内
、
夏
梨
、
萌
、
縦
に
並
ん
で
歩
く
。 

萌
「
ど
っ
か
に
、
ク
ー
ラ
ー
落
ち
て
へ
ん
か
な
ぁ
」 

夏
梨
「
そ
れ
、
不
法
投
棄
」 

 
 

 

宮
内
が
立
ち
止
ま
り
、 

宮
内
「
あ
れ
は…

…

な
ん
で
す
か
？
」 

 
 

 

宮
内
が
指
さ
す
方
向
に
、
た
ち
ば
な
。
シ
ャ 

ッ
タ
ー
に
紙
が
た
く
さ
ん
貼
っ
て
あ
る
。 

 

〇
同
・
店
前
（
夕
） 

シ
ャ
ッ
タ
ー
の
前
で
立
ち
尽
く
す
３
人
。 

萌
「…

…

た
ち
ば
な
。
め
っ
ち
ゃ
愛
さ
れ
て
ん
な
」 

夏
梨
「…

…

」 

宮
内
「
こ
、
こ
れ
は…

…

。
落
ち
て
る
ク
ー
ラ
ー
と

か
、
探
し
て
る
場
合
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
！
」 

 
 

 

宮
内
、
親
指
を
立
て
、
ニ
ッ
と
笑
う
。 
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〇
同
・
店
内
（
夜
） 

 
 

 

照
明
が
つ
く
。
壁
の
ク
ー
ラ
ー
か
ら
鈍
い
音
。 

『
た
ち
ば
な
』
の
赤
い
エ
プ
ロ
ン
を
つ
け
た 

夏
梨
。
緊
張
し
た
表
情
。
ス
マ
ホ
カ
メ
ラ
を 

夏
梨
に
向
け
る
宮
内
。
隣
に
萌
。 

萌
「
橘
氏
の
思
い
、
お
客
さ
ん
に
伝
え
る
で
！
」

 
 

宮
内
「
は
ー
い
、
い
き
ま
す
。
３
、
２…

…

」 

夏
梨
「…

…

あ
か
ん
！
う
ま
い
こ
と
し
ゃ
べ
れ
ん
！
」 

 
 

 

夏
梨
、
額
の
汗
を
ぬ
ぐ
い
、
ク
ー
ラ
ー
の
前 

に
立
つ
。
手
を
か
ざ
す
。 

夏
梨
「
ぬ
る
ぅ…

…

」 

 
 

 

天
井
を
見
上
げ
る
夏
梨
。
備
品
棚
か
ら
竹
の

柄
が
飛
び
出
て
い
る
。
柄
を
引
っ
張
る
夏
梨
。

ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
た
、
橘
の
似
顔
絵
う
ち
わ
。 

夏
梨
「…

…

い
つ
ま
で
、
も
っ
と
ん
ね
ん…

…

」 

 
 

 

う
ち
わ
を
扇
ぐ
。
ゆ
っ
く
り
と
目
を
閉
じ
る
。 

 
 

 

夏
梨
の
髪
が
、
風
で
揺
れ
る
。
深
呼
吸
。 

夏
梨
「…
…

橘
、
い
け
ま
す
！
」 

夏
梨
Ｍ
「
私
の
願
い
は
、
お
父
ち
ゃ
ん
に
、
涼
し
く 

て
、
気
持
ち
の
良
い
風
を
贈
る
こ
と
で
す
。
お
父 
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ち
ゃ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
、
笑
っ
て
、
健 

康
で
、
た
こ
焼
き
を
焼
い
て
い
け
る
よ
う
に
。
お 

父
ち
ゃ
ん
の
焼
い
た
た
こ
焼
き
で
、
た
く
さ
ん
の 

お
客
さ
ん
が
、
笑
顔
に
な
れ
る
よ
う
に
。
そ
の
た 

め
に
『
未
来
の
た
こ
焼
き
券
』
を
つ
く
り
ま
す
！
」 

 

〇
た
こ
焼
き 

た
ち
ば
な 
店
前
（
夕
） 

 
 

 

『
た
ち
ば
な
』
の
赤
い
エ
プ
ロ
ン
を
つ
け
た 

夏
梨
、
萌
、
宮
内
が
チ
ラ
シ
を
配
っ
て
い
る
。 

チ
ラ
シ
に
ア
ニ
メ
風
の
橘
の
似
顔
絵
。 

夏
梨
「
た
こ
焼
き
た
ち
ば
な
、
営
業
再
開
の
た
め
の 

『
未
来
の
た
こ
焼
き
券
』
販
売
し
て
ま
ー
す
！
」

 
 

萌
「
営
業
再
開
後
、
た
こ
焼
き
の
食
券
に
な
り
ま 

す
！
『
未
来
の
た
こ
焼
き
』
い
か
が
で
す
か
ー
！
」 

 
 

 

紀
子
が
笑
顔
で
走
っ
て
く
る
。 

紀
子
「
チ
ラ
シ
、
ま
だ
あ
る
？
！
友
達
に
配
っ
た
ら
、 

無
う
な
っ
て
し
も
た
！
」 

夏
梨
「
吉
田
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」 

宮
内
が
、
チ
ケ
ッ
ト
を
客
に
渡
し
て
い
る
。 

宮
内
「
お
買
い
上
げ
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 
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営
業
再
開
の
お
知
ら
せ
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
ア
ッ
プ
し 

て
い
き
ま
す
ね
」 

店
の
前
に
人
が
集
ま
っ
て
く
る
。 

 

〇
タ
ク
シ
ー
・
車
内 

 
 

 

後
部
座
席
に
、
も
た
れ
か
か
っ
て
い
る
橘
。 

 
 

 

脇
に
、
ボ
ス
ト
ン
バ
ッ
グ
と
紙
袋
。 

運
転
手
「
な
ん
や
、
あ
の
店
？
」 

 
 

 

身
を
乗
り
出
す
橘
。
目
を
見
開
く
。 

 

〇
た
こ
や
き 

た
ち
ば
な 

店
前 

 
 

 

タ
ク
シ
ー
か
ら
降
り
る
橘
。
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
、 

無
数
の
張
り
紙
で
覆
い
つ
く
さ
れ
て
い
る
。 

『
は
よ
、
元
気
に
な
っ
て
下
さ
い
！
』
『
た 

ち
ば
な
の
た
こ
焼
き
、
日
本
一
！
』
『
店
長 

の
笑
顔
に
会
え
な
く
て
寂
し
い
よ
ぉ
』
等
、 

手
書
き
の
応
援
の
言
葉
。
立
ち
尽
く
す
橘
。 

店
脇
の
通
路
か
ら
、
赤
い
エ
プ
ロ
ン
を
つ
け 

た
夏
梨
が
出
て
く
る
。
橘
を
見
る
。 

号
泣
し
て
い
る
。
吹
き
出
す
夏
梨
。 
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〇
た
こ
焼
き 

た
ち
ば
な 

店
前
（
朝
） 

 
 

 

工
事
用
ト
ラ
ッ
ク
が
止
ま
っ
て
い
る
。
作
業 

員
が
業
務
用
大
型
エ
ア
コ
ン
を
運
ん
で
い
る
。 

 

〇
同
・
店
内 

 
 

 

取
り
付
け
ら
れ
た
ク
ー
ラ
ー
の
下
に
、
夏
梨
、 

萌
、
紀
子
が
並
ん
で
立
つ
。 

橘
「…

…

い
く
で
」 

電
源
を
入
れ
る
橘
。
両
手
を
広
げ
、
風
を
浴 

び
る
４
人
。
深
呼
吸
す
る
夏
梨
。
宮
内
が
、 

ス
マ
ホ
カ
メ
ラ
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
。 

 

〇
歩
道 

 
 

 

カ
ッ
プ
ル
、
歩
い
て
い
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
通
知 

音
。
女
、
立
ち
止
ま
り
、
ス
マ
ホ
を
開
く
。 

『
お
待
た
せ
し
ま
し
た
！
た
ち
ば
な 

営
業 

再
開
し
ま
す
！
』
の
文
字
。
ク
ー
ラ
ー
を
指 

さ
し
、
ポ
ー
ズ
を
と
る
橘
と
夏
梨
の
画
像
。 

女
、
満
面
の
笑
顔
で
、
画
面
を
男
に
見
せ
る
。 
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〇
た
こ
焼
き 

た
ち
ば
な 

店
内 

 
 

 

橘
と
パ
ー
ト
従
業
員
、
笑
顔
で
た
こ
焼
き
を 

焼
い
て
い
る
。
紀
子
、
笑
顔
で
チ
ケ
ッ
ト
を 

客
か
ら
受
け
取
る
。 

客
「
橘
ち
ゃ
ん
、
元
気
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
な
ぁ
」 

橘
「
ほ
ん
ま
、
お
お
き
に
！
皆
さ
ん
の
お
陰
や
！
」 

 
 

 

橘
、
笑
顔
。
橘
が
見
上
げ
た
先
に
ク
ー
ラ
ー
。 

 

〇
同
・
店
前 

 
 

 

行
列
が
で
き
て
い
る
。
行
列
客
の
注
文
を 

 
 

 

と
る
エ
プ
ロ
ン
姿
の
夏
梨
。 

郵
便
バ
イ
ク
が
止
ま
る
。
夏
梨
を
見
つ
け 

郵
便
配
達
員
「
橘
さ
ん
？
で
す
か
？
郵
便
で
す
ー
」 

夏
梨
「
あ
、
は
ー
い
！
も
ら
い
ま
ー
す
」 

 
 

 

大
判
の
封
筒
を
受
け
取
る
。
封
筒
に
「
ア
ニ 

メ
専
門
学
校 

入
学
案
内
」
の
文
字
。
ハ
ッ 

と
顔
を
上
げ
る
夏
梨
。
視
線
の
先
に
、
た
こ 

焼
き
を
焼
く
橘
。
封
筒
を
抱
き
し
め
、
９
０ 

度
に
頭
を
下
げ
る
。
顔
を
上
げ
、
空
を
見
上 

げ
る
。
大
き
な
入
道
雲
。 

 
 

 
 

（
完
） 


